
Ⅳ-1-⑤身の回りの放射線（福島市民の被ばく線量の見える化）

いろいろな放射線レベルの影響を見える化した図です。原子力事故時における福島市民の5年積算線量

（4.06mSv）は、胃のX線検診1回分と同程度であることが分かります。

放射線ハンドブック

身の回りの放射線被ばく

①放射線医学研究所HP

出典：東北放射線科学センター 放射線ハンドブック

放射線に関するハンドブックです。

放射線の概要がよく理解できる構成となっていますので、手軽に学ぶことができると思います。

②福島県「県民健康調査」報告

出典：

①②③の資料を基に当会で作成
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③ひろば505号（東北放射線科学センター理事長解説）

https://www.nirs.qst.go.jp/data/pdf/hayamizu/j/20180516.pdf
https://www.t-enecon.com/eneconcms/wp-content/uploads/2021/03/handbook.pdf
https://fukushima-mimamori.jp/outline/uploads/report_r1.pdf
https://www.t-enecon.com/eneconcms2/wp-content/uploads/2021/03/hiroba505-special2.pdf

